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あらまし：Web調べ学習では，学習者が学習課題に関する知識を構築し，部分課題へと展開することで，
学習課題に関する理解を深めていく．また，学習課題について批判的な見方ができれば，学んだ知識を一

層深めることができると考えられる．しかしながら，こうした見方での学習は自発的に起こりにくい．本

稿では，学習者による批判的な見方を促すための手法の提案と，それを実現するためのマイクロ Web と
支援システムについて論じる． 
キーワード：Web調べ学習，マイクロWeb，LOD，カウンターリソース，iPad 

 
 
1.   はじめに  

Webリソースを用いた調べ学習では，Googleのよ
うな検索エンジンを用いて学習課題に関する内容を
学び，知識を構築していく．このようなWeb調べ学
習では，学習者自身が Web リソースの探索を行い，
学ぶべきWebページ等を見出すことになる．そのた
め，学習者によって学ばれる知識の個別性は高くな
る特徴があり，高い学習効果が期待される． 
一方，Web上のリソースでは，テキスト教材とは

異なり，学習すべき項目や学習順序を表す目次のよ
うな情報が提供されていない．そのため，学習者は
学習課題に関する学びと並行して，学習課題を解決
する過程で学ぶべき項目を自ら見出し，新たな学習
課題として展開していく必要がある．こうした学習
課題の展開を通して，学習者は学習のシナリオを自
ら作成することになる．筆者らは，学習者による学
習シナリオ作成を支援するために，Web調べ学習モ
デルの提案とそのモデルに基づいた支援システムの
開発を行ってきた（1）．また，学習課題から展開すべ
き部分課題の示唆を目的とした属性提示手法により，
学習者による学習課題の展開を支援してきた（2）．さ
らに，このような属性を課題展開だけではなく，学
んだ内容に対して批判的な見方ができるようにする
ことに活用できれば，学んだ内容をより深めること
につながると考えられる． 
しかしながら，Web調べ学習では批判的な見方に

よる学びは自発的に起こりにくい．特に，どのよう
にして学習内容を批判的に見るべきかを判断するこ
とは学習者にとって容易ではない． 
そこで，本稿では批判的な見方による調べ学習に

有用となる属性提示を検討し，ある学習課題につい
て批判的に学習するためのカウンターリソースの推
薦について述べる．また，カウンターリソースの推
薦を可能とするために，仮想的なWeb空間であるマ
イクロ Web の考えを取り入れ，Linked Open Data
（LOD）を活用することにより学習課題の構造を自
動生成する手法について検討する．さらに，その手
法を基盤としたカウンターリソース推薦システムに
ついて述べる． 

2.   Web調べ学習モデル  
本研究では，Web調べ学習の遂行をWebリソース

探索フェイズ，Navigational Learningフェイズ，学習
シナリオ作成フェイズの 3フェイズからなるサイク
ルをWeb調べ学習モデルとして定義している． 
まず，Webリソース探索フェイズでは，学習課題

を表すキーワードを用いて Web リソースを探索し，
学習用のリソース群を収集する．次に Navigational 
Learning フェイズでは，収集した学習リソース内の
Webページをナビゲーションしながら，学習課題に
関する知識の構築を行う．そして，学習シナリオ作
成フェイズでは構築した知識構造を振り返り，学習
課題を学ぶために重要と考えられるキーワード（課
題キーワードと呼ぶ）を部分課題として展開し，新
たな学習課題として設定する． 
上記の 3フェイズを，課題展開がなされなくなる

まで繰り返すことで，最終的に課題キーワードの木
構造が学習シナリオとして作成される．このシナリ
オ作成は，学習課題を定義するプロセスとみなすこ
とができ，調べ学習で最も重要なものである． 
 
3.   マイクロWebにおける  

カウンターリソース提示手法  
本章では，マイクロWebと，批判的な見方による

学習を促進するためのカウンターリソース推薦につ
いて述べる． 
3.1   マイクロWebの設計  
マイクロWebとは，計算機上に作られた小世界で

あるマイクロワールド（3）をWebに適用したもので，
現実の Web 空間の特徴を継承した仮想的な Web 空
間のことである．そのため，マイクロWebは学習課
題を解決する上で直接必要となるリソースだけでは
なく，学習者による批判的な見方を含め，学習課題
に対して多様な見方を与えるリソース，そして，信
憑性を欠くリソースも含み得る空間として設計され
る．通常の Web 空間では，このような Web リソー
スを膨大に含むため，学習者は学習課題の達成に必
要な学習リソースを十分に見出すことができずに調
べ学習を終えてしまう場合が考えられる．一方，マ
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イクロWebでは，学習課題の解決に必要と考えられ
るリソースをあらかじめ限定することができるため，
学習者は主体的に学習課題達成に必要な知識を構築
することができると期待される． 
以上のようなマイクロ Web を設計するためのア

プローチとして，本研究ではWikipediaの LODに着
目し，学習シナリオを自動作成する手法について検
討している． 
3.2   LODによる学習シナリオ自動作成  
マイクロWebの設計では，学習課題に関する課題

構造（学習シナリオ）をあらかじめ作成し，課題や
部分課題の解決に資する学習リソースを収集してお
く必要がある．そのためには，どのように学習課題
構造を規定するかが最も重要な問題となる．そこで，
Wikipedia の情報を LOD として公開している
DBpedia から，任意の学習課題の構造を抽出して学
習シナリオを自動作成する手法を検討している．学
習シナリオを抽出できれば，それを学習課題に対す
る調べ学習シナリオの正解構造とみなし，学習者が
作成した学習シナリオとの比較を行うことで，Web
調べ学習プロセスを評価することが可能となる．ま
た，学習課題に対する批判的な見方ができていない
学習者に対してカウンターリソースを推薦すること
も可能となる． 
3.3   カウンターリソース提示方法  
ある学習課題での学習に対して批判的な見方を与

えることは，その課題をより深く理解する上で有用
である．例えば，学習課題「地球温暖化」の影響と
して「オゾン層破壊」を学び，オゾン層破壊を防ぐ
重要性を理解した際に，その理解に対する批判的な
見方を与える課題として「地球温暖化」の原因であ
る「フロンガス」を学ぶことで，日常生活での冷蔵
庫やエアコン等の利用を差し控えればフロンガス排
出を抑え，オゾン層破壊を防ぐ手立てとなるものの，
こうした機器からの恩恵を失うことは許容しがたく，
フロンガスを減らすことは容易でないことを同時に
学ぶことが期待される．これは，学習課題「地球温
暖化」に対して，部分課題「オゾン層破壊」で学ん
だことと「フロンガス」で学んだことが相反した関
係となっていることを意味しており，「オゾン層破壊」
に対して「フロンガス」が批判的見方を与えている
と考えることができる．こうした関係にある部分課
題を学ぶことで，上位の課題である「地球温暖化」
に対する理解がより深まると考えられる．  
以上のような部分課題間で批判的な見方を与える

ような Web リソースがカウンターリソースとなる
が，本研究ではカウンターリソースを学習者に推薦
するために，学習課題とそこから展開される部分課
題の関係を特徴付ける属性に着目した． 
筆者らは，これまでに学習者による課題展開支援

のために属性提示手法を提案してきたが（2），現在ま
でに批判的な見方を与える学習課題−部分課題間の
関係属性として「原因」と「影響」を見い出してい
る．つまり，学習課題と「原因」・「影響」の関係に
ある部分課題間は批判的な見方での学習が可能であ
ることを利用して，学習者に課題展開を促すと同時
に，それらの部分課題の解決に必要なリソースをカ
ウンターリソースとして推薦する． 

4.   支援システム  
本研究では，これまでに開発してきたWeb調べ学

習支援システム interactive Learning Scenario Builder
（iLSB）を基盤に，批判的な見方による学習を支援
する機能を実現している．図 1 に iLSB のユーザイ
ンタフェイスを示す． 
本システムでは，学習課題とその部分課題の間に

付与された属性の状態を検知して，批判的な見方が
可能な部分課題への展開が可能である場合に，部分
課題への展開を促す機能を実装している．また，こ
の機能をベースにすることで，批判的な見方を与え
るカウンターリソース群を推薦することも可能とな
る． 

 
図 1 学習シナリオ作成支援システム iLSB 

 
5.   まとめ  
本稿では，マイクロWebとカウンターリソースの

推薦手法を提案した．今後の課題として，提案手法
を iLSB に実装し，その有用性を評価することが挙
げられる．また，批判的な見方を与える新たな属性
を検討するとともに，批判的な見方が行える学習課
題の事例を数え上げることを考えている． 
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